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２次離島における災害復旧の事例について

   

五島振興局 河港課 ◎ 貞松 大地

○ 中村 浩介

１． はじめに

五島列島は、長崎市の西方海上約 100

km に浮かぶ中通島、若松島、奈留島、

久賀島、福江島など大小 152 の島々から

なる幅 30ｋｍ、長さ 80ｋｍ（男女群島

はさらに南西海上 70km）の島群である。

五島振興局管轄の港湾・漁港は、重要港

湾 1港、地方港湾 7港、6漁港である。

（図-1）

昨年度五島列島に来襲した台風 9号、

台風 10 号おいて、港湾 27 施設（うち公

共災害 4施設）、漁港 12 施設（うち公共

災害 3施設）が被災を受けた。（写真-1、

写真-2）

本稿では、その中でも被害が特に大き

かった２次離島に位置する相の浦港海岸

阿古木護岸（図-2）における災害発生時

から応急対応まで流れと災害査定及び実

施時の一例を紹介し、今後の被災時の対

応に活かすことを目的とする。

図-1 下五島管内図

図-2 被災箇所位置図

写真-1 福江港被災状況 写真-2 奈留漁港被災状況
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２．被災状況

令和 2 年 8 月 28 日にフィリピンの東で発生した台風 9 号は、比較的ゆっ

くりとした速度で北上し、長崎県については 9月 2日から 3日にかけて、全

域が暴風になった。（図-3）五島列島においては、観測地点である『福江観

測所』で最大風速 21.1m/s、最大瞬間風速 40.0m/s を記録し、特に南寄りの

風が強いことが特徴であった。これにより、相の浦港海岸阿古木護岸が港外

側へ転倒及び滑動し、それに伴い唯一の道路である市道及び水叩きが崩壊し

た。（図-4）詳細な被災概要は下記のとおりである。

  ○被災施設：相の浦港海岸阿古木護岸 Ｌ＝92.6ｍ（申請前）

  ○被災概要：堤体が約 10ｍ港外側へ転倒した。それに伴い、背後に波が回り

込み約90ｍの堤体が港外側へ最大54ｃｍ変位及び最大7.1°傾

いた。また、堤体が転倒したことにより、背後の市道及び水叩

きが崩壊した。（写真-3、写真-4）

図-3 台風９号勢力図 図-4 被災箇所と孤立集落位置関係

写真-3 被災状況 写真-4 裏埋材洗堀状況
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３． 被災メカニズム

被災発生時の潮位は、高潮や大潮の満潮時と重なったことにより、

HWL+3.20m を超える WL+3.40m となったとともに、波の打ち上げ高も増

大し+4.90m と護岸天端高+4.25m を超えた。これらにより、堤体の安定上

も潮位が上がった事で浮力が増大し、引き波により堤体が前方に滑動し、堤

体と水叩きや側溝の隙間より水叩き内部に水が侵入したことから、静水圧が

増大し、転倒したと考えられる。詳細は下記のフローのとおりである。
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４． 応急工事について

堤体が転倒したことにより、唯一の道路である市道水ノ浦線が被災した。

これ以上増波させないために、早急に仮応急を行う必要があったことから、

災害支援協定に基づき、大型土のうによる土留めを行った。なお、陸上から

の施工はクレーンのブームが届かないため、海上から旋回起重機船により施

工を行った。また、被災箇所の近傍において、養殖マグロの生簀があったこ

とから、土砂撤去や水叩きを破砕する際に、にごりの影響を少なくするため、

汚濁防止膜の設置した。（写真-5、写真-6）

５．復旧工法の検討ついて

被災延長が 92.6ｍ（5スパン）ある中で、表-１のとおり港外側への堤体の

変位及び傾き状況がすべて異なったことから、原型復旧を行うか、一部改良

復旧を行うか検討した。変位及び傾いている堤体を活かすことで、低コスト

かつ迅速に復旧を行うことができるため、一部改良復旧を選定した。

被災箇所の断面図は図-５左のように、堤体の背後は埋土であったが、変位

及び傾いている区間は埋戻しを裏込栗石で行うことにより、堤体にかかる土

圧を低減させることで、堤体を活用することにした。（図-5 右）

写真-5 仮応急前状況写真 写真-6 仮応急後状況写真
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～検討結果について～

埋土で復旧した場合は、傾きが 1.7°以上で滑動が OUT、傾きが 4.7°以上

で転倒が OUT となる。しかし、裏込栗石で復旧した場合は、傾きが 7°以上

であっても、所要安全率 1.2 を確保することができた。したがって、表-1に

記載のとおり 1、3 スパンは、図-5 左のように埋土で復旧を行い、4、5 スパ

ンは、図-5 右のように裏込栗石で復旧を行うこととした。また、2 スパン並

びに 3スパンの一部は、変位量が大きかったため、打ち換えることとした。

６． 災害査定について

港湾局の総括査定官や福岡財務支局の立会官からかなり厳しい指摘を受け

たことから、今後の円滑な災害査定のために指摘された事例を紹介する。

① 床掘りの影響範囲について

道路土工（のり面工・斜面安定工指針）には 1:0.8～1：1.2 までと記載さ

れていたため、海岸護岸の工事で潮汐によって、土砂が洗堀される可能性が

あることから 1：1 の勾配で床掘を計上していた。立会官より【1：0.8 から

と書いてあるなら施工できるだろう】と言われた。そこを指摘されるとは思

っていなかったため、その場で説明をしたが理解してもらえなかった。

② 被覆石の撤去について

最低限の幅で被覆石を撤去する必要があった。しかし、『それは業者がする

ことであって、設計書に計上する必要性はない』と指摘された。まさか、そ

こを指摘されるわけないだろうと思っていたため、特に説明資料も準備して

表-1 各スパンにおける埋土・裏込栗石における安定計算結果

現況

堤体ｽﾊﾟﾝ

0 0.01 0
10 0.04 0
20 0.02 0
20 0.3 5.9
30 0.44 5.2
40 0.54 3.4
40 転倒 転倒
50 転倒 転倒
SP.1 0.5 4.6
60 0.35 7.1
60 － －
EC.1 0.2 4.7
70 0.15 1.7
80 0.11 4.2
80 0.11 4.2
90 0.05 0

92.67 0 0

採用裏埋材

3スパン

4スパン

5スパン

○は許容安全率が満足、×は許容安全率が不足することを示す。

栗石（Φ=40°）

滑動○
転倒○

滑動○
転倒○

滑動○
転倒○

測点No. 変位量(m) 傾き(°) 埋土（Φ=30°）

1スパン

2スパン

滑動○
転倒○

滑動×
転倒×

滑動×
転倒○

滑動×
転倒×

滑動○
転倒○

滑動○
転倒○

滑動○
転倒○
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いなかったことから、説明をしたが理解をしてもらえなかった。

７．実施の諸問題について

① 現地に着手した際に、基礎の形状は捨石マウンドであると想定していたが、

岩着であった。当初、被災箇所の標準断面図がなく現地状況や隣接施設を

参考に標準断面図を作成した。ほかにも港湾台帳の標準断面図は、不足し

ている箇所も多々見受けられた。これを機に、今一度台帳の整理を行い、

日頃の施設管理を行うことが大切だと思う。

② 基礎の形状及び堤体の直高が変わったことで、再度安定計算を行う必要が

生じた。委託を出すことも考えたが、技術力向上のため直営で安定計算を

実施した。実際やってみると、直営でも十分実施することができたため、

今後は、安易に委託を発注するのではなく、極力自分で行っていこうと思

った。

８． おわりに

① ２次離島における海上工事であり、船での現場移動や潮汐による時間的制

約があることから、同様の工事の際は、積極的に遠隔臨場を行うことが必

要であると再認識した。

② 災害査定時に、査定官や立会官から予想外のことを聞かれる可能性がある

ため、予めあらゆることを想定して、根拠を整理して当日臨むことが大切

であると再認識した。

③ 簡単な安定計算については、安易にコンサルタントに委託するのではなく、

自ら行うことで必要な知識が身につくだけではなく、現場に応じた柔軟な

対応力を備えることができることから、継続的な技術力向上に努めるため、

自ら安定計算をしていくべきだと思う。

④ 通常であれば、災害が発生した施設については、原型復旧するように進め

ていくと思うが、県民目線に立ち、低コストで迅速に復旧するためにはど

うすべきかを考えることが重要である。


